
　

※道総研が受託している国の資源評価調査のデータも利用して評価しています。

北海道水産林務部水産局漁業管理課資源管理係 電話 011-204-5477
北海道立総合研究機構 稚内水産試験場調査研究部 電話 0162-32-7166

12歳~ 47 654

588
10歳 46 617
11歳 47 638

資源管理の現状(主なもの)

2022年度
の水準

2023年度
の動向

中水準 増加

資源の維持・増大のために！

5歳 38 360
6歳 41 438
7歳 43 501
8歳 44 550
9歳 45

3歳 30 169
4歳 35 268

1歳 13 16
2歳 23 78

◆成長・成熟
(3～5月時点)

体長(cm) 体重(g)

1.スケトウダラ 主な漁業と漁期
沖合底びき網：9～翌6月
刺し網：11～翌3月
はえ縄：11～翌1月日 本 海 海 域

【 日 本 海 北 部 系 群 】

問い合わせ先

生 態
◆分布・回遊

◆産卵期・産卵場

資 源 評 価

漁獲量（万トン）
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石川県以北の本州および北海道の西岸、サハリ
ン西岸、北部沿海州にかけて分布しています。こ
こでは、主たる分布域である渡島総合振興局管内
福島町以北～宗谷総合振興局以南の日本海を日本
海海域としています。

◎産卵期は12～3月で、盛期は南で早く、北で遅い
傾向があります。
◎産卵場は檜山沿岸、岩内湾、石狩湾、雄冬沖、
武蔵堆、利尻島・礼文島周辺にあるとされていま
すが、資源が大きく減少した現在、主要な産卵場
は、檜山沿岸、岩内湾、石狩湾であり、雄冬以北
の産卵場は小規模と考えられています。

[評価年] 4月～翌3月
[資源量の指標] 産卵親魚量

2013年以降、漁獲量は1万トンを下回っており、
2022年の漁獲量は5,439トンでした。高豊度な
2012年級、2015年級、2016年級の加入により産
卵親魚量が増加したことから、資源水準は中水準
と判断されました。2023年の資源動向については
増加と判断されました。近年の漁獲圧は現行の資
源管理の取組みにより低く抑えられています。

◎成熟年齢
2歳から成熟する個体がみられ、5歳以上でほとん

どの個体が成熟します。

○ＴＡＣ（漁獲可能量）管理
2023年漁期のTACは、大臣管理分8,341トン、

北海道知事管理分は7,234トンです。（2023年11
月現在）

○資源管理協定（2019年3月更新）
関係漁業者間で体長30cm又は全長34cm未満の

未成魚保護を目的とする漁場移動等を定めていま
す。

○スケトウダラ日本海北部系群資源回復計画漁業
者協議会

沖底漁業で、操業隻日数の2割削減、小型魚の漁
獲が2割を超えた際の漁区単位での漁場移動などに
取り組むことが合意されています。

＊）尾叉長：2006～17年10月に試験調査船採集物から作成した成長式から推定
＊）体重：同期間に岩内地区はえ縄漁業の漁獲物から作成した尾叉長—体重の

アロメトリー式から算出 (いずれも星野ら,2021) 
＊）加齢の基準日：4月1日

☆高豊度年級群が発生しています。これを資源の維
持・増大に繋げるには、漁獲強度を適正な水準以下で
維持していくことが重要です。

体長 30cm
全長 34cm
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